
＝

？

京
都
時
代
、
勤
め
の
か
た
わ
ら
美
術
研
究
所
へ
通
う
。
独
立
美
術
へ
応
募
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
も
参
加
。

当
初
は
人
物
や
ら
普
通
の
風
景
、
静
物
等
を
描
い
て
い
た
が
約
卜
年
前
の
帰
郷
を
契
機
に
モ
チ
ー
フ
は
固
ま

っ
た
。
以
来
一
筋
。
「
野
の
譜
」
「
大
地
の
譜
」
「
冬
の
譜
」
ｅ
ｔ
Ｃ
。
ふ
る
さ
と
の
厳
し
い
季
節
の
把
握
で

あ
る
と
同
時
に
「
私
の
気
持
ち
の
素
直
な
反
映
で
す
」
‐
典
云
術
的
環
境
に
富
ん
だ
京
都
か
ら
の
遊
離
、
田
舎
で

の
孤
立
感
…
。
逆
境
に
立
つ
、
な
ど
と
い
え
ば
今
の
世
に
大
げ
さ
だ
が
、
一
歩
身
を
引
い
た
地
点
か
ら
の
ひ
た

む
き
さ
は
バ
ネ
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

今
春
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
海
外
初
の
個
展
開
催
。
少
数
な
が
ら
彼
の
地
に
コ
レ
ク
タ
ー
も
誕
生
。
向
こ
う
に
は

ワ
イ
エ
ス
と
い
っ
た
巨
人
も
い
る
が
、
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
追
求
す
る
画
面
は
、
万
国
共
通
し
て
観
る
者
の

胸
へ
迫
る
も
の
だ
。
今
年
か
ら
独
立
美
術
に
田
近
憲
三
賞
が
設
け
ら
れ
、
第
一
回
目
に
門
脇
が
受
け
た
。
画
面

か
ら
〃
冬
〃
は
消
え
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
の
人
の
〃
春
〃
を
必
ず
引
き
寄
せ
る
で
あ
ろ
う
。

雪
も
よ
う
の
風
景
の
中
に
枯
木
が
立
っ
て
い
る
。

淡
い
ブ
ル
ー
か
ら
グ
レ
ー
、
白
と
、
寒
色
で
押
し
た
厳
し
い
画
面
に
、
一
種
鰯
々
（
じ
ょ
う
じ
ょ
う
）
と
し
た

詩
情
が
た
だ
よ
う
。
油
彩
画
に
は
珍
し
い
日
本
画
的
情
趣
。

県
内
加
東
郡
の
出
身
。
高
校
卒
業
後
、
京
都
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
、
友
禅
染
め
の
会
社
に
勤
め
た
が
、
農
家
の
父

の
死
を
機
会
に
播
州
へ
も
ど
り
、
以
来
油
絵
造
り
と
農
作
業
修
行
の
暮
ら
し
・
「
自
分
の
家
族
が
食
べ
る
ぐ
ら
い

は
自
作
し
て
い
ま
す
。
」

子
供
の
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
。
中
学
、
高
校
で
は
美
術
部
へ
籍
を
置
い
た
。
傍
ら
、
生
け
花
に
い

そ
し
む
。
「
だ
れ
に
も
言
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
の
子
の
や
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
」
ま
だ
小
学

校
へ
上
が
る
前
、
母
が
花
を
活
け
る
た
び
に
批
評
し
た
。
そ
の
指
摘
の
面
白
さ
を
祖
母
が
知
り
、
近
く
の
寺
へ

通
わ
せ
て
花
を
習
わ
せ
た
。
画
面
に
や
や
場
違
い
な
、
季
節
を
こ
と
に
す
る
花
や
葉
や
果
実
が
異
次
元
め
い
て

登
場
し
効
果
的
に
あ
し
ら
わ
れ
て
情
感
を
深
め
て
い
る
が
、
な
る
ほ
ど
こ
の
呼
吸
、
生
け
花
の
世
界
か
ら
の
活

用
か
…
見
事
。

美
の
小
箱

門
脇
正
弘

文
・
伊
藤
誠
《
美
術
評
論
家
〉

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

●
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兵庫県加東郡社町家原7 8 7

1941年
1960年
1966年
1975年
1978年
1982年
1984年
1985年
1987年
1988年
1989年
1990年

兵庫県加東郡社町に生まれる
兵庫県立社高等学校卒業
独立展初出品( 以後出品）
京展/ 市長賞( 京都市美術館）
京都市より生家( 現住所) に帰郷
第2 5 回安井賞展出品( 第2 7 回にも出品）
第１回日本青年画家展/ 優秀賞
I 8 5 兵庫の美術家展招待出品( 兵庫県立近代美術館）
第3 0 回安井賞展/ 賞候補
｢ ふるさと丹波｣ 絵画展/ 大賞
1 8 9 現代洋画選抜展
｢ 兵庫1 1 人の新鋭作家たち｣ 展
現在､ 独立美術協会会友

｢ 郷の譜」
（1990年）

門脇正弘
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一
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の連

理
の
，
く
す
の
き
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口
再
度
山
「
金
星
台
」
す
ぐ

別
々
の
楠
の
枝
が
自
然
に
こ
す
れ
あ
い

く
っ
つ
き
あ
っ
て
一
本
に
つ
な
が
っ
た
も
の
。

こ
の
状
態
を
連
理
と
い
う
。

友
好
・
協
力
・
平
和
を
表
現
す
る
。

／

可本人の心の具しこ麦
●●

庸一 鑑謹

１

名谷店神戸市垂水区名谷町春日手2 2 8 0
垂7 9 4 - 1 0 0 1

今春の膳 16501愚

鐸鴬騨
所
在
地

亨秋の膳
霊言

、

伊川谷店神戸市西区伊川谷潤和6 8 8
五9 7 4 - 1 0 6 5

恩
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､蕗騒鰯

Ｌ_ - . - ,

欝
口■●４

勺

ノ

、、 L 答L 答

ノ
酎口ｐ込凸【対より

舞
い
降
り
て
き
た
夜
、

シ
エ
ラ
メ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
。

酉
一
一
一

一
一

雲~１段ｚビ!、

)聯(＃
一

可
Ｉ
蝿
と
ふ
ら
編

可
Ｉ
蝿
と
ふ
ら
編

ＩＩ 毎
Ｊ
Ⅶ
〃
“
四

毎
Ｊ
Ⅶ
〃
“
四瀧 熱里呂肖P､琴亀

一一一題目

建冨５
J■

、

望電
息

Ｌョ

珊
蝿
鋤
翁
翰
哉
﹈
翁
翰
謝
鋤
諭

珊
蝿
鋤
翁
翰
哉
﹈
翁
翰
謝
鋤
諭

蕊蕊蕊韻 蝋蝋削悪

ＪＡＺＺファンの母親に連れられてきたという宮野紀子
さん( 右) 、松本千絵さん( 中) 、平木友紀さん( 左) の三人
は、「とてもお酒落な店ですね」と口を揃えた。

“Z z p W 1 I I g 誌Ｙ鰍､ 疲浬

ＳＦＷｍ閲、《E m U ･
中央区中山手通１富士産業ビル１Ｆ

念２４２－０１００無休

Ｔ
毎
Ｆ
‐

Ｔ
毎
Ｆ
‐

三一

闇まで髄新年は１月5 日( 対より営業いたしますｂ

乱

Ｌョ

扇の数々 は、
いのです。
扇の数々 は、
いのです。

,脚
盈山

彦三
＝ザら

,脚
盈山

彦三
＝ザら

図ﾑ I伽図ﾑ I伽 ●

ｆｌｌ

ＪＪ

Ｅ ~ 一

ｐ

Ｆ

』 ．銅

ｐ

Ｆ

』 ．銅
【

睡
房
醐
圃
同

型
Ｊ
一
全
一
一
一

霊
一
壷
一

１
－
》
》
一

＝両
Ｆ

ＪＡＺＺファンの母親に連れられてきたという宮野紀子
さん( 右) 、松本千絵さん( 中) 、平木友紀さん( 左) の三人
は、「とてもお酒落な店ですね」と口を揃えた。

“Z z p W 1 I I g 誌Ｙ鰍､ 疲浬

ＳＦＷｍ閲、《E m U ･
中央区中山手通１富士産業ビル１Ｆ

念２４２－０１００無休
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クリスマスメニュー

2 Ｆシェ･ ラ･ メールにしむらは会員制ではございませ
ん｡ どなたでもお入りいただけます。

恥｡, "‘‘12“"α,”< c ﾙ‘z地必'･‘>鴨のテリーヌシエ･ラ･メール風
N z z”た'がα嫁0 "’”雲丹と冬野菜の詰物

””ぬＭ〃クリスマスのパイ蟹ときのこの愉快な仲間
”･”‘虚jI"'･”‘』!〃"β"伽平目の蒸し煮香草風味
Ｇ,海" "β”誠･‘α･ K t顧庖‘柿とリンゴ酒のグラニテ

藤雌娩ﾙ 畷〃" " ' ０' 0 牛フィレ肉のステーキポルト酒ソース添え
Ｇ紅g α" ‘, 1 , Ｍ〃クリスマス菓子

（税.サービス料込み）Ｇ我珊排￥1 5 , 0 0 0
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ﾛ 幸

、

＝急＝ ~ て _ 一

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
と
き
の
い
つ
も
と
は
違
う
笑
顔
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け
る
と
き
の
よ
ろ
こ
び
の
顔
。
ど
ん
な
風
に

人
を
幸
せ
に
す
る
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
、
準
備
万
端
と
と
の
え
た
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ッ
プ
豆
晃

聖
夜
に
幸
せ
の
灯
を
と
も
ず
ロ

装いに華やかさを添えてくれるバッグを。
⑯エレヌ･ アンジェロバッグ( ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 製）
……･ ……………………･ …１１０，０００円

箕
§
… 、）

一一

１ ’

年内休まず営業いたしますも
全館7 時まで営業いたしますぅ( 3 0 日⑧まで）

』

天使の羽根をつけて､ パーティの食卓へ。
③ｴﾝゼﾙグﾗｽ･･②8,000円．⑳6,000円
デキャンタ…･ ･ ･ ･ ･ ………･……１８，０００円
５階テーブルｺ ーディネート

伝統のブルーを､ ことしの良き思い出に。
●ウエッジウッドジャスパーウエア
' 9 0 イヤープレート…･…‘･……１０．０００円
５階ワールドプレステージ

鯵 1 フヘＩＭＡＩﾐ ＬｊＫｏＢＥ
電話(078)331-8121

足元のコーディネートにも気を配づて。
①ポロb y ラルフ･ ローレン
④⑦ウｧ ﾚ ﾝ ﾃ ｨ ﾉ ･ ガラヴァーニ
ソックス………………………各1 , 5 0 0 円
1 階紳士くつ売場ﾒ ﾝ ズｱ ｸ ｾ ｻ ﾘ ｰ ｼ ｮ ｯ ﾌ ﾟ
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、一〃、

／

神戸クリスマス通り１９９０：ｌ☆※貴女女☆我。淡☆：”蔵
食☆

ベルの裏には年代をしるしたﾒ ﾀ ﾞ ﾙ が。
●コレクターズクリスマスオルゴール
< スイス製> ……………………１１‘O O O 円
６階趣味雑貨ｺ ーナー

デｼ ｨ ﾅ ｰ の席をｴ ﾚ 方ﾝ ﾄ に光らせますも
⑥キャンドルスタンド．．…………１０，８００円
キャンドル…･ ……･ …･ ……･ ･ …･ 各2 3 0 円
５階テーブルｺ ーディネート

血

⑳
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
式

鴫”篭蕊．,‐とづておきのスカーフをクリスマスに。
③エルメススカーフ(絹1 0 0％) ･ ･３６，０００円
スカーフリング…………･ …･ ･ ･ ２２ｆＯＯＯ円
３階サロン･ ド･ グウエルメスﾌ ﾞ ﾃ ｨ ｯ ｸ

-,Ｊ

】剖賓質

鷲 噂

あなたの､神戸で魂隆

?』Ｅ再匪逼四三品、琴腰嘩＝－－”曜婆ユ和再葬・一一一一孫■四■

神

ＮＯＶＩ

ｸ ﾗ ｼ ｶ ﾙ で､ コンテンポラリーな香りで魂
③ノウイングオーデパフューム( 5 0 , 2 ）
……･ ……･ ……･ ……………１０，０００円
※この商品をお求めいただけるのは､ 神戸では
大丸だけで魂
1 階化粧品売場エステイ･ ローダーコーナー
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神戸･ 三宮さんブラザ､ センターブラザ3 Ｆ
営雲時凹如1 1 : 0 0 - , 8 : 0 ０ＰＨＯＮＥロブ日一臼日Ｅ－１ＳＳ日

／ 、

ハブ

｜ア
トツ

二
人
で
肺
か
に
識
り
合
っ
た
り
、
食
事
を
し
た
り
．

夜
が
虹
け
た
ら

近
く
の
教
会
の
ミ
サ
に
出
か
け
る
の
も
い
い
。

一
年
の
終
わ
り
の
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
で

ロ
マ
ル
チ
ッ
ク
な
イ
ブ
の
夜
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
も
う
す
ぐ
で
＋
泌

､

‘ ン

メリーヒル

Ｉ
コヨ

レン

クパ
、

､／

ヨク
ンム/ Ｌ７′た符汽／

、 ノ
1 2 月は休まず営業いたします’

ルーフル･ ヲﾗ ｲ 郡ｻ ﾛ ’

テ
ー
ブ
ル
に
は
向
い
ク
ロ
ス
と
赤
い
キ
ャ
ン
ド
ル
。

と
っ
て
お
き
の
お
皿
や
グ
ラ
ス
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
《

手
づ
く
り
の
料
班
と
シ
ャ
ン
パ
ン
を
。

ド
ア
に
は
ひ
い
ら
ぎ
の
リ
ー
ス
を
飾
り
、

Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
甘
い
シ
ャ
ン
ソ
ン
。
．

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
メ
イ
ン
デ
印
ツ
シ
ュ
は
、

ド
レ
ス
ア
ヅ
プ
し
た
私
。

ミシュー･ エタム
アュ→グエ
クラプ･ メッド
リーフノット
ショセツト
アトモスフニール
ヴィワキー
ァラン･ マヌキャン
キャトルセゾン
ハウスオプローピ
ワコール

トリンプ
ラバプル
ミセラン
シェル

ココ山l m i

ダイアナ

夜
荒
の
き
れ
い
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で

お
し
ゃ
れ
な
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、

ホ
テ
ル
の
パ
ー
一
了
で
大
騒
ぎ
し
た
り
。

そ
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
の
は
、

い
ま
の
恋
に
出
会
っ
て
か
ら
。

．
平
に
・
度
の
特
別
の
夜
合

豪
華
な
料
理
や
き
ら
び
や
か
な
ド
レ
ス
は

も
ち
ろ
ん
素
敵
だ
け
れ
ど
、

い
ま
は
む
し
ろ
大
切
な
人
と
過
ご
す

静
か
で
あ
た
た
か
な
ひ
と
と
き
に
心
遁
か
れ
る
。

だ
か
ら
今
年
は
私
の
部
屋
で
．

ホ
ー
ム
メ
イ
ド
・
ク
リ
ス
マ
ス
。

三愛
ｷｬ ﾝヂｲ ｯド･マス
メイゾングレー
フォーヒット
ベネトン
ラッキーズ
ハニーハウス
イーストポーイ
ペオ･ トン･ グッズ
フニアリー
ペシエ
リップスター
ペイトンプレイス
ヴィフ
パ〃ﾂ L ザン
ロイス･ クレヨン
ﾌ ﾞ ﾗ ﾌ ﾟ ｸ ﾞ ﾚ ｯ ﾂ

| :洲i○ＭＡＲＭ

ミッシェル･ クラン

ケフレラン

シズ

タカノ
クロードレマ

ボンフカヤ
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Ｆｒｏｍ９０ｔｏ９０ｒＲ１
三重県立科学博物館
『こどもの城Ｊ
作・松本薫

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

１２月号目次』１９９０．３５６
表紙／小磯良平
セカンドカバー／西村功
１１神戸っ子､ 9 0 ／風かおる, 中西元男
１４ある襲い／虹の会・未来カルチャークラブ
１７コウベスナップ
１８美の小箱／文・伊藤誠門脇正弘
３１私の意見／西昭道
３２砿想三題／冨上芳秀・しまもとなおこ･ 福岡勝利
３５地域文化鵠／米花稔
３６連戦工Ｍセイ〆田中干佳
３８私と神戸／永沢まこと
４０トランペソト片手にブラシル一人歩き／右近雅夫
４２《特集〉Ｉｒ海外から神戸へ」
座談会出席者／新野幸次郎・長島隆．住野佳子

４６〈結集〉Ⅱ寄稿輪外から神戸へ- ’
赤松徳治〈リガ）植松至二（デュッセルドルフ）
松谷武判（パリ）杉山篤良（ミラノ）平尾千秋（ロン
ドン）松田高明( ロチヱスター) 楠本利夫（天津）谷山
伸一（シンガポール）宮本照干（クアラルンプール】ｉ

６６経渋ポケットジャーナル
６８キャンペーン座談会《グルメ都市神戸の可能性を考える＞

出席者／松宮賎男・中内力・上島運司・岩田弘三
７４フ秀ソションウオツチング
７６ファッションスポット
８４神戸のお婚さん／ゆうきじゆん．中村俊子
1 1 3 コーヒーﾌ ﾚ ｲ ｸ
1 1 4 動物園飼育日記連蔵3 0 0 回記念インタビュー”亀井一成
1 1 8 プロフェソサーＰの研究室／岡田淳
１，話題のひろぱ／ＫＦＦ・グルメプロムナード
l 2 8 神戸を福祉の街に／橋本明
１３$ 神戸の集いから
1 3 6 百店会だより
蝿モダンカルチャー
1 4 0 シネマ試写室塚淀川長治
1 4 2 ぴっといん
1 判ポケットジャーナル
1 4 7 ＫＦｓニュース

1 , W るぽるた一じゅ神戸／プラリーネの館文・有井基
１５２浬靴小説、壷の中／玉岡かおる
ｌｓ７神戸っ子倶楽部会員情報
1 脚ちょっとたたずんで／街角の花、／当津隆
' ７６海船港／駿前の大連航路と幻の客船ｒ浪速丸１文・山田早芭
目次作品松本薫
カメフ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田篤志 ！
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詞

へ
／
″
”
，
，
，
，
‐
ｌ
‐

、
－緑の中のﾘ ﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ ゾーン

西神戸有料道路ひよどりインター北３k ｍ
ＦＪ

瀧蕊

輿
４
坐

里

震謹鍵鱈寵蕊識織，

上戸旨

量別Ｉ

霞鎮ロー腰協》
『

■
１

黙

＃
、

蕊繍蕊

諭綴ごラベ市民福祉振興協会
〒6 5 1 - 1 1 神戸市北区しあわせの村内
壷(078)743-8181FAX(078）743-8180

宿泊･会議室予約専用(078)743-800qノ

●本館･ 宿泊館…村の総合案内窓口･ ホテル・ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ
●研修館( 勤労者総合福祉センター) …学習研修施設
●温泉プール･ 体育館｡ トレーニングジム
●運動広場｡ 芝生広場
●日本庭園
●テニスコート･ アーチェリー場｡ ローンボウルス場

グ■ら

ひととき都会の喧騒を忘れさせてくれる
心のオアシスです。

お問い合わせは…

雄大帽然に恵まれた総合福祉ゾーン｢しあわせの村』。
南欧風の宿泊館･温泉でのびのび…。

スポーツ施設もあり､ 豊か啄録や花々 が
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r 奇

職照犠焦
HEADOFFlCE７FNEWCENTER1-6-22／ＳＡＮＮＯＭＩＹＡ－ＣＨＯＣＨＵＯ－ＫＵＫＯＢＥＣｌＴＹO78-392-1651
S A N N O M I Y A M A C S A N N O M I Y A C E N T E R - G A l l O 7 8 - 3 9 1 - O 8 9 5
T H E B L A Z E R S H O P M A C T O R - R O A D O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 6
D O L C E M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A l 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1
F ＥｓＴＡＭＡｃＨｌＭＥＪｌＦＥｓＴＡ２ＦO 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8
B E N E T T O N M A C H I M E J l F E S T A 3 F O 7 9 2 - 2 2 - 1 3 3 3
F u J l l D A l M A R u M A c K Y o T o F u J I I D A l M A R u 2 F O 7 5 - 2 1 1 ~ 0 8 5 7
S U N V 1 0 L A M A C T A K A R A Z U K A S U N ⅥO L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0
p L E N T Y M A c S E l S I N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8

Ｉ
Ｌ
１

ﾛ 、
画

、、聖

F

r鳳豊

Ｊ１ｊ

pJK

岡

灘；

1Ｍ

左￥１８，００
右￥1 9 , 8 0
上￥4 ３，００

１
１
■
ク
セ

写
奄司

卦

鼠撚

リスマスプレゼントの
一ターそろっています
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ｒ１
－ ｣変

■

酔
弄

Ｉ
Ｂ
Ｉ

》
唾
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■
Ｔ
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＆醗聡
株式会社木下真珠
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ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ソ
フ
ト

□
わ
た
し
の
意
見

西
昭
道

を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

八
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
Ｖ

へ
活
か
そ
う

１
３１
１

神
戸
へ
来
る
前
の
一
番
の
期
待
は
、
「
水
が
お
い
し
い
ら
し
い
」

と
い
う
事
で
し
た
。
赤
道
を
越
え
て
も
腐
ら
な
い
水
は
世
界
に
も

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
商
船
が
立
ち
寄
っ
て
買
っ
て
行

く
程
う
ま
い
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
私
が
来
神
し
た
頃
は
、
運
悪

く
異
常
渇
水
の
頃
だ
っ
た
。
そ
の
為
水
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
ま

し
た
が
、
人
口
増
の
為
、
琵
琶
湖
や
淀
川
水
系
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
も
一
面
の
現
実
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
宮
水
の
水
源
は
大
切

に
し
て
欲
し
い
。
「
酒
も
ご
は
ん
も
コ
ー
ヒ
ー
も
う
ま
い
」
と
い

う
、
神
戸
の
〃
味
″
は
大
事
に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

も
う
一
つ
の
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
街
が
都
会
で
あ
る
」
と

い
う
事
で
す
。
私
は
ど
う
し
て
も
横
浜
と
比
較
し
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
横
浜
の
欠
点
は
、
東
京
の
亜
流
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

事
で
す
ね
。
昔
ら
し
い
横
浜
は
ほ
ん
の
一
部
分
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
「
横
浜
の
顔
」
で
あ
る
べ
き
伊
勢
崎
町
や
西
口
が
変
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
神
戸
は
街
路
樹
が
繁
っ
て
い
て
、
潤
い

が
あ
っ
て
と
て
も
い
い
。
海
と
山
が
近
く
て
、
シ
ャ
レ
て
い
て
、

か
つ
食
べ
物
が
う
ま
く
て
住
み
易
い
街
は
日
本
中
探
し
て
も
神
戸

だ
け
で
す
。
又
、
京
都
、
奈
良
が
近
い
の
も
魅
力
で
す
ね
。

よ
く
、
「
神
戸
に
は
人
が
来
な
ど
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
風
見

鶏
」
が
火
付
け
役
と
な
っ
て
北
野
町
に
は
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
継
続
的
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
れ

以
来
の
事
で
す
ね
。
今
ま
で
の
神
戸
は
便
利
す
ぎ
て
日
帰
り
圏
内

で
あ
っ
た
訳
で
す
Ｐ
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
人
が
集
ま
る
街

〃
神
戸
″
を
創
る
中
で
、
情
報
基
地
と
し
て
努
め
て
行
き
た
い
。

私
た
ち
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
４
月
か
ら
放
送
の
や
り
方
を
変
え
ま
し
た
。

そ
の
中
身
は
、
そ
れ
ま
で
の
神
戸
単
独
の
放
送
で
は
兵
庫
県
だ
け

し
か
カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
今
は
近
畿
一
円
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
時
間
量
が
変
わ
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
で
す
が
、
情
報
量
全
体
に
お
け
る

神
戸
の
比
率
は
逆
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
中
心
と
し
て
最
先
端
に
あ
り
ま
す
。
ミ
ラ
ノ
、
パ
リ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
創
っ
て
欲
し
い
。
私
た
ち
は

そ
の
中
で
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
技
術
で
貢
献
し
、
そ
し
て
ソ
フ
ト

面
の
技
術
の
集
積
を
応
用
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
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梓
し
た
『
安
西
冬
術
Ｉ
モ
ダ
ニ
ズ
ム

詩
に
隠
さ
れ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
』

の
流
れ
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同

じ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
列
の
詩
人
と
い
っ
て

も
、
安
西
冬
衛
と
竹
中
郁
と
で
は
か
な

り
異
質
で
あ
る
。
竹
中
の
詩
は
知
的
で

明
る
く
健
康
で
ウ
イ
ッ
ト
に
富
む
。
安

西
の
詩
は
マ
ニ
ア
的
な
言
葉
へ
偏
執
の

た
め
晦
渋
で
あ
る
が
、
そ
の
魅
力
は
耽

美
的
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
あ
る
。

特
に
戦
争
中
の
生
き
方
に
は
決
定
的
な

違
い
が
あ
っ
た
。
安
西
冬
術
は
い
わ
ゆ

る
戦
争
詩
を
書
き
、
戦
争
に
協
力
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
宣
伝
的
な
詩

は
お
も
し
ろ
く
な
い
し
、
芸
術
的
価
値

は
少
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
竹
中
郁
は
い
わ
ゆ
る
戦

争
詩
と
い
う
も
の
は
あ
ま
り
書
い
て
い

な
い
。
戦
争
に
対
し
て
は
熱
く
は
な
ら

な
い
で
、
極
め
て
ク
ー
ル
な
見
方
を
し

て
い
る
。
積
極
的
な
反
戦
思
想
を
表
明

す
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
が
、
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
に
根
ざ
し
た
厭
戦
思
想
は
随
所

詩
誌
「
柵
」
に
毎
月
、
「
竹
中
郁
ノ

ー
ト
」
を
連
載
し
始
め
て
か
ら
、
も
う

半
年
以
上
に
な
る
。
毎
回
、
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
で
十
八
枚
ほ
ど
だ
が
、
詩

集
や
既
刊
の
単
行
本
以
外
に
初
出
雑
誌

を
調
べ
る
の
で
、
た
い
へ
ん
な
時
間
が

か
か
る
。
先
日
も
、
東
京
の
日
本
近
代

文
学
館
と
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
九
日

間
ほ
ど
通
っ
て
資
料
を
収
集
し
て
き

た
。
神
戸
の
詩
人
の
こ
と
を
調
べ
る
の

に
東
京
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
ど
う
も
情
け
な
い
気
が
す
る
。
関
西

に
も
早
く
近
代
文
学
館
が
で
き
て
ほ
し

い
も
の
だ
。

さ
て
、
私
が
竹
中
郁
に
つ
い
て
書
き

始
め
た
の
は
、
先
日
、
未
来
社
か
ら
上

竹
中
郁
の
魅
力

冨
上
芳
秀

八
文
芸
評
論
家
Ｖ

三

題
随
想

蕊

１
３２
１

古い小船・石阪春生

に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
詩
に
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
竹
中

郁
の
戦
争
中
の
生
活
が
よ
く
伺
え
る
。

八
び
っ
こ
を
引
い
て
／
青
葉
の
下
を
た

の
し
ん
で
歩
い
て
ゐ
た
ら
／
友
人
の
新

聞
記
者
に
出
逢
っ
た
／
新
聞
記
者
は
尋

問
癖
を
持
っ
た
人
種
だ
／
僕
は
「
巴
里

で
誰
へ
た
靴
が
た
た
っ
て
／
生
ま
れ
も

つ
か
ぬ
足
の
指
に
肉
刺
を
こ
し
ら
へ
た

／
そ
れ
が
十
年
こ
の
方
切
っ
て
も
又
出

来
る
茨
／
不
思
議
な
こ
と
に
肉
刺
が
痛

む
と
雨
が
降
る
／
か
ら
り
と
晴
れ
た
お

天
気
に
は
痛
く
な
い
／
ま
る
で
靴
の
中

の
晴
雨
計
だ
」
と
自
慢
し
た
／
／
二
三

日
し
て
寝
床
の
中
で
新
聞
を
ひ
ろ
げ
る

と
／
僕
の
喋
っ
た
こ
と
が
肖
像
つ
き
の

記
事
に
な
っ
て
出
て
ゐ
る
／
と
な
り
に

は
戦
争
記
事
や
食
糧
問
題
記
事
が
並
ん

で
ゐ
る
／
そ
の
日
か
ら
僕
は
町
の
中
を

真
面
に
歩
け
や
し
な
い
Ｖ

（
「
私
は
恥
か
し
い
」
）

竹中郁が発行していた詩麓「羅針」

鱗鱗識識
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る
。
わ
た
し
の
中
で
変
化
し
て
、
洋
服

を
着
て
い
た
り
、
ダ
ン
ス
を
し
て
い
た

り
し
て
い
る
。
余
談
だ
け
ど
、
個
展
の

案
内
を
差
し
上
げ
た
中
で
、
わ
た
し
の

か
か
わ
っ
た
犬
や
猫
を
貰
っ
て
下
さ
っ

た
方
が
来
て
下
さ
り
〃
元
気
に
し
て
い

る
″
と
か
〃
大
き
く
な
っ
た
″
と
か
近

況
を
聞
け
る
の
も
個
展
会
期
中
の
嬉
し

い
こ
と
の
一
つ
だ
。

絵
を
描
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
単
純
な
日
常
制
作
の
く
り
返
し

な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
こ
う
し

て
文
章
に
書
い
て
み
る
と
、
わ
た
し
の

生
活
の
周
辺
に
い
る
身
近
な
人
間
関
係

や
、
共
同
生
活
体
の
よ
う
な
犬
や
猫
達

に
助
け
ら
れ
て
、
続
け
ら
れ
て
い
る
気

さ
え
し
て
き
た
。

個
展
を
終
え
て

特
に
一
年
に
一
回
と
決
め
た
訳
で
も

な
い
し
、
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
義
務
感
で
や
っ
て
い
る
訳
で
も

な
い
の
だ
け
れ
ど
、
何
ん
と
な
く
毎
年

や
っ
て
い
る
個
展
も
終
っ
た
。
今
年
は

梅
田
の
グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
十
月

一
日
か
ら
六
日
ま
で
、
銅
版
画
と
水
彩

の
作
品
展
だ
っ
た
。

わ
た
し
の
作
品
は
芸
術
論
を
語
る
ほ

ど
の
大
層
な
絵
で
も
な
い
し
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
テ
ー
マ
を
決
め
て
制
作
し
て
い

る
の
で
も
な
い
。

わ
た
し
の
作
品
と
言
う
と
、
俗
に
言

わ
れ
る
メ
ル
ヘ
ン
タ
ッ
チ
に
近
い
も
の

だ
と
思
う
が
、
メ
ル
ヘ
ン
だ
か
ら
と
言

っ
て
日
常
と
か
け
離
れ
て
い
る
か
と
言

う
と
、
わ
た
し
自
身
の
中
で
は
、
日
常

生
活
の
中
で
普
通
の
人
な
ら
見
逃
し
て

し
ま
う
よ
う
な
些
細
な
も
の
か
ら
で
も

思
う
こ
と

し
ま
も
と

な
お
こ

八
画
家
Ｖ

瀞
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
膨
ら
ま
せ
て
、

ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
増
や
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

今
回
の
作
品
で
も
例
え
ば
身
近
な
友

人
が
石
垣
島
に
行
き
、
そ
の
時
の
海
の

話
を
開
か
せ
て
く
れ
る
ｌ
悲
し
い
か

な
神
戸
か
ら
脱
出
出
来
な
か
っ
た
わ
た

し
は
、
そ
こ
で
発
想
の
展
開
を
始
め
る
。

そ
う
い
う
時
に
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
膨
ら
ま
せ
て
く
れ
る
手
助
け
と
な
る

も
の
は
、
意
外
と
無
駄
に
過
す
時
間
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
夏
の
日
の
海
岸
や

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
シ
エ
ス
タ
な
ど
は

最
高
の
発
想
源
の
気
が
す
る
。
寝
っ
こ

ろ
が
っ
て
険
に
太
陽
の
赤
い
残
像
を
残

し
な
が
ら
、
語
り
べ
の
話
の
よ
う
に
石

垣
島
の
こ
と
を
聞
け
た
ら
最
高
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
残
念
な
が
ら

語
り
べ
を
し
て
欲
し
か
っ
た
そ
の
友
人

と
は
、
夏
の
太
陽
を
共
有
す
る
時
間
が

お
互
い
合
わ
な
か
っ
た
。
シ
エ
ス
タ
も

い
い
け
れ
ど
、
何
も
考
え
ず
に
ゆ
っ
く

り
泳
ぐ
水
面
に
映
る
ち
ら
ち
ら
と
掴
み

ど
こ
ろ
の
な
い
太
陽
は
時
間
を
よ
ぎ
る

泡
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

ん
な
水
面
を
見
な
が
ら
の
海
へ
の
想
い

か
ら
は
、
鯨
が
出
て
来
た
り
、
人
魚
が

出
て
来
た
り
ｌ
と
言
っ
た
具
合
に
イ

メ
ー
ジ
は
広
が
る
。

そ
れ
か
ら
、
い
つ
も
多
く
出
て
く
る

モ
チ
ー
フ
の
一
つ
の
動
物
Ｉ
そ
れ
は

一
緒
に
い
る
犬
や
猫
た
ち
ｌ
我
が
家

の
メ
ン
バ
ー
も
い
れ
ば
、
拾
っ
て
き
て

里
親
が
決
ま
る
ま
で
の
居
候
の
時
も
あ

｛剤ｆ

：
；
…
霞

鴬 惑
叫
歯

い
か
に
も
パ
リ
に
留
学
し
た
神
戸
の

詩
人
と
い
っ
た
感
じ
の
イ
ロ
ニ
ー
で
あ

る
。
世
の
中
す
べ
て
が
、
戦
時
色
に
塗

り
込
め
ら
れ
た
時
も
、
竹
中
郁
は
こ
の

よ
う
に
別
の
生
活
態
度
を
貫
い
た
の
で

あ
る
。
家
族
を
大
切
に
し
、
温
か
い
心

が
持
っ
て
生
き
た
竹
中
郁
は
先
ず
人
間

と
し
て
尊
敬
で
き
る
詩
人
で
あ
っ
た
。

蕊
個展会場でのしまもとさん（右）

１
３３
１

潟
瀧識 議蕊

闇
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鰯§

蕊蕊蕊蕊蕊蕊 …
；；

日
曜
日

福
岡
勝
利

八
作
家
Ｖ

日
曜
日
。
誰
か
が
ド
ア
フ
ォ
ン
を
鳴

ら
し
た
。
新
聞
の
集
金
人
だ
っ
た
。

「
寝
て
た
の
」

「
う
ん
、
疲
れ
た
か
ら
」

「
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
」

午
後
七
時
半
ご
ろ
だ
っ
た
。
缶
ビ
ー

ル
飲
ん
で
煙
草
吸
い
つ
づ
け
て
い
た
か

ら
頭
が
く
ら
く
ら
し
て
い
た
。

１
３４
１

さんぼ・しまもとなおこ

福岡さん自筆の自画徹

け
さ
は
夢
を
見
た
。
追
い
も
と
め
て

い
る
も
の
。
も
っ
と
も
興
味
あ
る
も

の
。
そ
れ
は
夢
。
無
。
ぼ
く
は
ど
こ
へ

向
か
っ
て
い
る
の
か
。
時
間
は
す
ぐ
な

い
。
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
か
。

腹
具
合
が
お
か
し
い
。
腹
が
お
も
し

ろ
い
よ
う
に
ふ
く
ら
む
。
め
し
の
炊
き

方
が
わ
る
い
の
で
あ
ろ
う
。

ピ
デ
オ
フ
レ
ン
ド
で
借
り
て
い
た
、

ラ
ッ
フ
ル
ズ
ホ
テ
ル
を
見
た
。
昔
の
男

に
会
い
に
来
て
写
真
を
と
っ
て
も
ら
う

女
。
よ
く
も
ま
あ
こ
う
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
で
一
本
の
映
画
を
つ
く
り
上
げ
た
も

の
だ
。
ち
く
し
よ
う
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
よ
く
ぞ
や
っ
て
く
れ
た
。
た

い
し
た
も
ん
だ
。
藤
谷
美
和
子
は
今
何

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

神
谷
美
恵
子
の
、
こ
こ
ろ
の
旅
が
本

の
山
か
ら
出
て
き
た
の
で
読
ん
だ
。
結

婚
と
は
な
ん
で
す
か
。
こ
こ
ろ
の
旅
で

す
ね
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
そ
の
旅
の
道
連

れ
で
す
ね
。
な
ん
や
と
。
な
ん
の
こ
っ

ち
ゃ
。納

税
の
通
知
書
が
落
ち
て
い
た
。
税

金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
う
－

ん
。
税
金
は
刑
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

に
見
え
て
し
か
た
が
な
い
。

午
前
三
時
ま
で
や
っ
て
る
シ
ッ
ク
ス

ナ
イ
ン
へ
行
っ
た
。
か
ら
だ
が
ひ
え

る
。
雑
誌
を
何
冊
か
そ
れ
か
ら
お
で
ん

を
買
っ
た
。
店
を
出
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
」

女
が
か
け
よ
っ
て
き
た
。
女
の
手
に

は
メ
モ
帳
が
あ
っ
た
。
女
は
と
め
て
あ

る
自
転
車
の
列
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
し
つ
こ
く
つ
い
て
き
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
二
三
分
」

な
ん
だ
い
。

「
大
学
を
出
た
ば
か
り
の
、
一
一
十
一
一
三

の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
ね
が
い
し
て

る
ん
で
す
」

け
つ
こ
う
け
つ
こ
う
。
近
よ
る
な
。

う
る
せ
え
な
。
誰
が
二
十
二
三
な
ん
だ

よ
ま
っ
た
く
。
人
を
見
る
目
が
ね
え

な
。
し
っ
し
っ
。

、
ぼ
く
は
三
十
三
歳
。
い
つ
だ
っ
て
ひ

と
り
だ
よ
。
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	名称未設定

